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【
う
ら
へ
続
く
】

12 月 2 日2703

日本などに特大化石賞

気候危機の最大責任者
　　　COP29

　

国
連
気
候
変
動
枠
組
み

条
約
第
29
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
29
）
で
22
日
、世

界
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加

す
る
「
気
候
行
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
Ｃ
Ａ
Ｎ
）」
は
、

日
本
な
ど
先
進
国
の
24
カ

国
・
地
域
に
「
気
候
危
機

を
引
き
起
こ
し
た
歴
史
的

責
任
を
果
た
さ
ず
、
気
候

変
動
対
策
の
た
め
の
資
金

提
供
か
ら
逃
げ
続
け
て
き

た
」
と
し
て
「
特
大
化
石

賞
」
を
贈
り
ま
し
た
。

  

同
賞
は
ま
た
、
お
金
が

な
い
と
い
い
な
が
ら
、
何

千
億
ド
ル
も
の
補
助
金
や

公
的
資
金
を
化
石
燃
料
に

集
中
し
て
い
る
と
批
判
し

て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ 

Ｒ
＆
Ｄ

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
（
25
～

28
日
）。「
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
・
Ｉ

　
「
政
治
と
カ
ネ
」の
問
題

を
解
決
す
る
う
え
で
、
企

業
・
団
体
献
金
の
全
面
禁

止
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
裏
金
事
件
を
受
け

て
自
民
党
が
ま
と
め
た
政

治
改
革
案
に
は
企
業
・
団

体
献
金
の
禁
止
が
ま
っ
た

く
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
加

え
て
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
の
規
制
―
企
業
・

団
体
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
ー

企
業
・
団
体
献
金
禁
止
な
し

　
ま
や
か
し
の

　
自
民
党
政
治
資
金
規
正
法
再
改
定
案

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｌ
を
テ
ー

マ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

AI
ま
で
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
一
色

だ
っ
た
」「
ど
の
ブ
ー
ス
も

丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ

た
」「
基
調
講
演
や
セ
ミ

ナ
ー
は
完
全
招
待
制
で
中

継
や
録
画
放
映
も
な
か
っ

た
。
後
日
ア
ッ
プ
さ
れ
る

と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
29
閉
幕
。「
途
上

国
へ
の
資
金
援
助
は

２
０
３
５
年
ま
で
に
46
兆

ド
ル
に
増
や
し
て
い
く
目

標
で
合
意
し
た
」「
途
上
国

な
ど
か
ら
は
目
標
額
が
少

な
す
ぎ
る
と
反
発
の
声
が

あ
が
っ
た
」「
温
室
効
果
ガ

ス
を
出
し
続
け
て
き
た
先

進
国
の
責
任
放
棄
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ヒ
ズ
ボ

ラ
が
停
戦
合
意
。「
27
日
に

発
効
し
た
」「
双
方
が
60
日

間
で
レ
バ
ノ
ン
南
部
か
ら

段
階
的
に
撤
退
す
る
」「
米

国
と
フ
ラ
ン
ス
が
仲
介
し

券
購
入
の
禁
止
も
ま
っ
た

く
抜
け
落
ち
て
い
ま
す
。

政
策
活
動
費
の
「
廃
止
」

残
し
て
い
ま
す
。
自
民
党

の
改
革
案
は
金
権
腐
敗
政

治
を
継
続
す
る
〝
ま
や
か

し
の
改
革
案
〟
で
す
。 

　

今
国
会
こ
そ
、
裏
金
事

件
の
徹
底
解
明
と
と
も
に
、

企
業
・
団
体
献
金
の
全
面

禁
止
を
中
心
と
し
た
抜
本

的
な
政
治
改
革
を
実
現
す

る
時
で
す
。

も
第
三
者
機
関
の
監
査
を

盛
り
込
む
な
ど
抜
け
道
を

企
業
・
団
体
献
金
禁
止

　
国
民
の
声
を
聞
け

　

自
民
党
は
「
党
内
で
や

め
ろ
と
い
う
人
は
一
人
も

い
な
い
」
と
し
て
禁
止
に

反
対
。
公
明
党
は
「
専
門

家
の
意
見
を
拝
聴
」
と
慎

重
姿
勢
。
国
民
民
主
党
も

慎
重
姿
勢
で
、
言
い
訳
を

グ
タ
グ
タ
。
各
党
の
皆
さ

ん
、
間
違
え
て
い
ま
す
よ
。

党
内
や
専
門
家
の
意
見
で

は
な
く
、
国
民
の
意
見
を

聞
く
べ
き
で
は
な
い
で
す

か
。

　

企
業
・
団
体
献
金
に
つ

い
て
世
論
調
査
は「
禁
止
」

が
67
％
と
明
確
。
総
選
挙

で
国
民
は
キ
ッ
パ
リ
審
判

を
出
し
て
い
ま
す
。
企
業

献
金
は
見
返
り
を
求
め
る

政
治
買
収
、
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。　
　
　
　
（
Ｅ
）
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

て
き
た
」「
ガ
ザ
も
停
戦
し

て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

兵
庫
県
知
事
選
挙
で
選

挙
違
反
疑
惑
。「
PR
会
社
が

知
事
選
で
運
用
戦
略
立
案

な
ど
を
行
い
報
酬
を
受
け

取
っ
た
」「
公
職
選
挙
法
違

反
が
濃
厚
」「
斎
藤
知
事
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
弁
明

し
た
が
PR
会
社
の
社
長
は

県
の
有
識
者
会
議
委
員
で

も
あ
り
利
益
供
与
の
疑
い

が
あ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
イ
プ
シ
ロ

ン
Ｓ
ロ
ケ
ッ
ト
の
地
上
燃

焼
試
験
失
敗
。「
２
段
目
エ

ン
ジ
ン
の
燃
焼
試
験
は
昨

年
７
月
に
も
失
敗
し
た
」

「
個
体
燃
料
で
低
価
格
を

目
標
に
開
発
し
て
い
た
だ

け
に
手
痛
い
失
敗
だ
」「
徹

底
し
た
原
因
検
証
が
必
要

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
渋
柿
を
た
こ
糸
で
繋

ぎ
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
２
週
間

ほ
ど
干
し
た
ら
美
味
し
い

　

石
破
茂
首
相
が
２
０
２

２
年
に
衆
院
に
提
出
し
た

資
産
等
報
告
書
に
よ
る
と
、

同
首
相
の
保
有
株
式
は
次

の
通
り
で
す
。

　

三
菱
重
工
業
１
０
６
２

石破首相
軍拡・原発株 多数保有

　問われる推進路線

株
、
川
崎
重
工
業
５
０
０

株
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
４
８
１
３
株
、

関
西
電
力
２
１
５
０
株
、

日
本
製
鉄
２
７
９
１
株
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
６
０
０
株
、
東
急
２
４

５
１
株
の
７
銘
柄
で
す
。

18
日
の
終
値
で
試
算
す
る

と
、
総
額
２
７
０
０
万
円

を
超
え
ま
す
。

　

三
菱
重
工
業
や
東
京
電

力
、
関
西
電
力
な
ど
の
株

式
を
多
数
保
有
す
る
石
破

首
相
。
軍
拡
・
原
発
再
稼

動
路
線
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

高
す
ぎ
る
学
費
の
さ
ら

な
る
値
上
げ
が
学
生
と
家

族
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
堀
川
あ
き

こ
議
員
は
国
立
大
学
・
高

専
の
授
業
料
値
上
げ
ス

ト
ッ
プ
や
無
償
化
な
ど
を

学
費
の
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ
、
無
償
化
を

　
日
本
共
産
党  

質
問
主
意
書
で
要
求

   

政
府
答
弁 
教
育
無
償
化
の
公
約
棚
上
げ 

求
め
、
政
府
に
質
問
主
意

書
を
提
出
。
そ
の
答
弁
書

は
、
授
業
料
無
償
化
の
早

期
実
現
に
は
触
れ
ず
、「
高

等
教
育
の
無
償
化
」
と
い

う
石
破
茂
首
相
と
自
民
党

の
総
選
挙
公
約
を
事
実
上

棚
上
げ
で
す
。

　

授
業
料
値
上
げ
の
背
景

に
不
十
分
な
国
立
大
学
運

営
費
交
付
金
が
あ
る
と
の

指
摘
に
は
、
授
業
料
の
設

定
は
各
大
学
の
設
置
者
の

判
断
な
ど
と
無
責
任
な
回

答
。

　

ま
た
私
立
大
学
の
経
常

費
補
助
２
分
の
１
の
早
期

実
現
に
つ
い
て
、
答
弁
書

は
「
速
や
か
に
達
成
す
る

こ
と
は
困
難
」
だ
と
背
を

向
け
ま
し
た
。

　

ひ
き
つ
づ
き
臨
時
国
会

で
追
及
し
ま
す
。

自民失政が招いた
食品高騰
　上昇続くエンゲル係数

　

エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
、

２
０
１
４
年
以
降
急
上
昇

し
て
い
ま
す
。

　

要
因
は
主
に
食
品
の
高

騰
で
す
。
国
内
の
食
料
自

給
率
が
低
く
、
６
割
以
上

を
輸
入
に
頼
る
日
本
の
場

合
、
食
料
価
格
は
為
替
相

場
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
「
異

次
元
の
金
融
緩
和
」で
、円

安
が
加
速
し
た
た
め
、
食

品
高
騰
に
拍
車
が
か
か
り

ま
し
た
。

　

今
年
に
入
っ
て
目
立
つ

の
が
コ
メ
価
格
の
上
昇
で

す
。
主
食
の
需
給
と
価
格

安
定
に
責
任
を
果
さ
な
い

自
民
党
農
政
の
転
換
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

干
し
柿
が
で
き
た
」「
渋
み

が
他
の
物
質
と
結
合
し
て

市民と科学者が議論
PFAS 汚染問題解決へ
  
日本科学者会議が研究集会

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）問
題
の
解
決

を
め
ざ
し
、
日
本
科
学
者

会
議
が
24
日
、
研
究
集
会

を
開
き
ま
し
た
。
政
府
が

健
康
影
響
を
過
小
評
価
す

る
も
と
で
、
自
治
体
が
実

態
調
査
や
汚
染
源
特
定
、

対
策
に
否
定
的
・
消
極
的

な
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
、

科
学
者
や
市
民
ら
が
各
地

の
取
り
組
み
を
交
流
し
ま

渋
み
を
感
じ
さ
せ
な
い
も

の
に
変
わ
る
と
の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
寒
い
日
が
続
い
た
後

の
、暖
か
い
日
は
嬉
し
い
」

「
近
所
の
紅
葉
も
き
れ
い

に
な
っ
て
き
た
」「
朝
の
散

歩
、
霜
が
降
り
て
い
た
」

し
た
。

　

畑
昭
郎
元
大
阪
市
立
大

学
教
授
は
、
近
畿
地
方
の

水
道
水
や
河
川
水
の
汚
染

の
現
状
と
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
関

連
企
業
や
自
衛
隊
基
地
、

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

な
ど
汚
染
源
特
定
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
考
察
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
健
康
よ
り
企
業

の
利
益
を
優
先
す
る
行
政

の
姿
勢
を
変
え
る
こ
と
、

米
軍
・
自
衛
隊
基
地
の
調

査
を
迫
る
こ
と
、
法
的
規

制
を
求
め
る
こ
と
が
必
要

だ
と
い
っ
た
意
見
が
続
出
。

「
全
国
の
運
動
と
専
門
家
、

弁
護
士
、
議
員
の
連
帯
が

重
要
。
広
範
囲
な
市
民
運

動
を
作
り
た
い
」
と
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。


